
業
振
興
と
雇
用
の
場
の
確
保
」

「
快
適
な
居
住
空
間
の
確
保
」

と
い
う
4
つ
の
柱
か
ら
な
る

「
川
内
村
災
害
復
興
ビ
ジ
ョ

ン
」
を
受
け
て
策
定
さ
れ
た

の
が
復
興
計
画
で
す
。
復
興

計
画
は
２
０
１
３
年
か
ら
概

ね
3
年
間
と
し
て
い
ま
す
。

も
ち
ろ
ん
、
総
合
計
画
と
復

興
計
画
の
方
向
性
は
共
通
し

て
い
ま
す
。

　

復
興
計
画
は
、
復
興
予
算

を
有
効
か
つ
効
率
的
に
活
用

し
て
、
村
の
経
営
基
盤
を
速
や
か
に
固
め
る
こ
と
を
目
指
し
て
い
ま

す
。
復
興
ビ
ジ
ョ
ン
の
中
で
は
、
特
に
「
放
射
線
量
と
汚
染
対
策
」

と
い
う
柱
に
対
応
す
る
施
策
に
つ
い
て
、
長
崎
大
は
こ
れ
ま
で
多
く

の
支
援
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。
具
体
的
に
は
「
放
射
性
物
質
等
に
よ

る
人
体
へ
の
健
康
被
害
調
査
及
び
居
住
地
の
安
全
性
確
認
調
査
と
放

射
線
量
の
公
表
」「
土
壌
汚
染
の
状
況
確
認
と
農
産
物
へ
の
悪
影
響

の
調
査
と
確
認
」「
村
内
の
食
物
（
農
産
物
及
び
天
然
の
山
菜
や
き

の
こ
等
）
の
安
全
性
を
確
認
す
る
た
め
の
放
射
性
物
質
を
検
査
す
る

設
備
の
導
入
と
検
査
体
制
の
確
立
」
な
ど
で
す
。

放
射
線
に
強
い
人
材
を
中
心
に

総
合
計
画
の
施
策
実
現
を
支
援

　

復
興
計
画
と
連
動
す
る
総
合
計
画
で
も
、
長
崎
大
の
支
援
が
期
待

さ
れ
て
い
ま
す
。
総
合
計
画
の
基
本
理
念
は
「
広
域
的
役
割
を
大
切

に
し
て
双
葉
地
方
復
興
の
礎
を
築
く
」「
村
民
と
の
共
創
に
よ
り
村

民
の
絆
を
大
切
に
し
た
村
づ
く
り
を
進
め
る
」「
未
来
へ
の
投
資
の

視
点
か
ら
災
害
に
強
い
村
づ
く
り
と
人
財
を
育
て
る
村
を
め
ざ
す
」

の
三
つ
で
す
。
こ
れ
ら
の
理
念
で
は
、
そ
れ
ぞ
れ
周
辺
自
治
体
と
連

携
し
た
復
興
な
く
し
て
川
内
村
の
復
興
が
な
い
こ
と
、„
強
く
や
さ
し

い
新
生
か
わ
う
ち
＂の
創
造
の
た
め
に
村
民
総
参
加
型
の
村
づ
く
り

を
進
め
て
い
く
こ
と
、
災
害
に
強
い
村
づ
く
り
と
と
も
に
子
供
た
ち

第4次川内村総合計画と復興計画の関係

 

総合計画
（概ね５年間）復興計画

（当面３年間）復旧事業

復興財源で村の経営
基盤を速やかに固める

環境変化に応じて柔軟に
運用（適宜見直しなど）

復興計画を起爆剤として中長期の視点を持って幅広い
視野から産業や人材を育てる（村民との協働が基本）

ソフト系

ハード系

災害復興から地域創造へ
～共に創ろう“強くやさしい
新生かわうち”の未来～

村民とともに歩む村
【参加型社会、行財政、

広域連携】

新たな創造に取り組む村
【「町外コミュニティ」整備、
再生可能エネルギー、除染
および放射能管理、帰村促

進への対応】

村民一人ひとりが輝く村
【保健福祉・地域医療､保健衛
生､子育て、障がい児・障がい
者福祉、生涯学習、文化活動、
生涯スポーツ､学校教育】

暮らしを守り・生活を
高める村

【土地利用、住宅・生活環境、
交通安全・防犯、消防・救
急、防災、交通網】

魅力と賑わいの生れる村
【農林水産業、工業・企業
誘致、新規産業、商業、観
光交流、生活サービス業】

総合計画を支える村づくりの5つの柱

の
教
育
に
力
を
入
れ
る
こ
と
を
強
調
し
て
い
ま
す
。

　

三
つ
の
理
念
に
基
づ
い
て
、
川
内
村
で
は
5
本
の
柱
を
立
て
ま
し

た
。「
暮
ら
し
を
守
り
・
生
活
を
高
め
る
村
」「
村
民
一
人
ひ
と
り
が

輝
く
村
」「
魅
力
と
賑
わ
い
の
生
れ
る
村
」「
村
民
と
と
も
に
歩
む
村
」

「
新
た
な
創
造
に
取
り
組
む
村
」
の
5
つ
で
す
。
長
崎
大
は
、
総
合

計
画
の
施
策
で
も
既
に
支
援
し
て
い
ま
す
。

　

例
え
ば
「
新
た
な
創
造
に
取
り
組
む
村
」
の
施
策
に
は
「
放
射
能

管
理
へ
の
対
応
の
強
化･

充
実
」
が
挙
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。
長
崎
大

の
復
興
推
進
拠
点
に
よ
る
放
射
線
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
と
リ
ス
ク
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
は
こ
の
施
策
を
進
め
る
柱
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、「
村
民
一
人
ひ
と
り
が
輝
く
村
」
の
施
策
に
は
「
保
健
福
祉
・

地
域
医
療
の
充
実
と
健
康
づ
く
り
」
が
あ
り
ま
す
が
、
保
健
学
科
に

よ
る
高
齢
者
支
援
活
動
は
、
村
の
介
護
資
源
を
掘
り
起
こ
し
、
自
立

し
た
保
健
福
祉
の
充
実
に
つ
な
が
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。
こ
の
柱
に
は

「
子
育
て
環
境
の
充
実
」
や
「
学
校
教
育
の
充
実
」
と
い
う
施
策
も

あ
り
ま
す
。
教
育
学
部
に
よ
る
「
復
興
こ
ど
も
教
室
」
は
少
子
高
齢

化
が
進
む
村
で
、„
人
財
＂を
育
む
一
助
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
「
暮
ら
し
を
守
り
・
生
活
を
高
め
る
村
」
の
施
策
に
は
、
地
震
や

原
子
力
災
害
な
ど
広
域
的
な
災
害
の
経
験
を
活
か
し
た
「
消
防
・
救

急
、
防
災
対
策
の
充
実
」
が
掲
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。
２
０
１
６
年
4

月
に
設
置
予
定
の
長
崎
大
と
福
島
県
立
医
科
大
学
と
の
共
同
大
学
院

構
想
で
は
、放
射
線
の
分
野
に
強
い
人
材
育
成
を
目
標
と
し
て
お
り
、

こ
う
し
た
人
材
が
川
内
村
で
大
き
な
役
割
を
果
た
す
こ
と
が
期
待
さ

れ
ま
す
。

　

川
内
村
の
復
興
推
進
拠
点

に
加
え
、
２
０
１
４
年
に
長

崎
大
に
は
福
島
未
来
創
造
支

援
研
究
セ
ン
タ
ー
が
設
置
さ

れ
、
さ
ら
に
福
島
医
大
と
の

共
同
大
学
院
の
設
置
が
予
定

さ
れ
て
い
ま
す
。
大
き
く
広

が
り
つ
つ
あ
る
長
崎
大
の
支

援
は
、川
内
村
の
復
興
・
再
生
・

創
造
に
大
き
な
役
割
を
果
た

す
で
し
ょ
う
。

復
興
か
ら
再
生
、創
造
へ

川
内
村
の
総
合
計
画
と
長
崎
大
学
への
期
待

２
０
１
１
年
３
月
11
日
に
発
生
し
た
東
日
本
大
震
災
と
原
発
事
故
と
い
う
大
災
害
に
よ
っ
て
、
地
震
の
被

害
が
少
な
か
っ
た
川
内
村
も
放
射
性
物
質
に
よ
る
汚
染
に
よ
り
、
全
村
民
が
避
難
す
る
事
態
に
見
舞
わ
れ

ま
し
た
。
し
か
し
、
２
０
１
２
年
１
月
に
、
ど
こ
よ
り
も
早
く
「
帰
村
宣
言
」
を
行
い
、
村
の
復
旧
・
復

興
に
立
ち
上
が
り
ま
し
た
。
将
来
を
見
通
す
こ
と
が
難
し
い
中
、
復
興
計
画
と
そ
れ
に
連
動
し
た
第
四
次

総
合
計
画
を
策
定
し
、
新
し
い
村
づ
く
り
を
進
め
て
い
ま
す
。
村
の
将
来
像
、
そ
し
て
長
崎
大
学
に
期
待

さ
れ
る
支
援
と
は
何
で
し
ょ
う
か
。

　

川
内
村
で
は
、
２
０
０
３
～
12
年
度
ま
で
の
10
年
に
わ
た
る
第
三

次
総
合
計
画
を
策
定
し
、「
人
と
大
自
然
が
共
に
輝
き
、
健
康
で
文

化
の
漂
う
活
力
の
あ
る
村
～
山
林
都
市
「
川
内
高
原
」
の
創
造
～
」

を
将
来
像
に
掲
げ
て
、
行
政
と
村
民
が
協
力
し
な
が
ら
元
気
な
村
づ

く
り
を
進
め
て
き
ま
し
た
。
し
か
し
、
２
０
１
１
年
3
月
11
日
に
発

生
し
た
東
日
本
大
震
災
と
東
京
電
力
福
島
第
一
原
子
力
発
電
所
の
事

故
と
い
う
大
災
害
に
よ
り
、
全
村
民
が
村
外
に
避
難
せ
ざ
る
を
得
な

い
状
況
と
な
り
ま
し
た
。

　

川
内
村
は
２
０
１
２
年
1
月
に
「
帰
村
宣
言
」
を
行
い
ま
し
た
が
、

い
ま
だ
に
多
く
の
住
民
が
避
難
生
活
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い
ま
す
。

そ
う
し
た
状
況
が
続
く
中
、
川
内
村
で
は
、
第
三
次
総
合
計
画
が
終

了
す
る
節
目
で
あ
る
２
０
１
３
年
3
月
に
「
第
四
次
川
内
村
総
合
計

画
」
と
そ
れ
に
連
動
し
た
「
川
内
村
復
興
計
画
」
を
策
定
し
ま
し
た
。

総
合
計
画
を
10
年
か
ら
５
年
に
短
縮

ま
ず
復
旧
と
復
興
の
事
業
を
実
行

　

総
合
計
画
は
従
来
、
10
年
間
を
見
通
す
中
長
期
的
な
計
画
で
し
た

が
、
双
葉
地
方
の
他
の
町
村
の
復
興
の
見
通
し
が
不
透
明
で
あ
る
こ

と
か
ら
、第
四
次
総
合
計
画
は
当
面
5
年
間
の
計
画
と
し
て
い
ま
す
。

総
合
計
画
は
村
づ
く
り
の
基
本
目
標
と
し
て
「
災
害
復
興
か
ら
地
域

創
造
へ
～
共
に
創
ろ
う„
強
く
や
さ
し
い
新
生
か
わ
う
ち
＂の
未
来

～
」
を
掲
げ
、
三
つ
の
基
本
理
念
と
、
村
づ
く
り
の
た
め
の
5
本
柱

を
立
て
、
そ
れ
ら
に
基
づ
く
施
策
を
、
環
境
の
変
化
な
ど
に
応
じ
て

柔
軟
に
運
用
し
て
い
く
も
の
で
す
。

　

一
方
、「
放
射
線
量
と
汚
染
対
策
」「
高
規
格
道
路
の
確
保
」「
産
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